
2024年９月４日 

 

兵庫県ＮＩＥ推進協議会 

会 長 竹 内 弘 明 

 

兵庫ＮＩＥ(教育に新聞を)公開授業(姫路市立飾磨中部中学校)のご案内 

 

 秋晴の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素はＮＩＥ(教育に新聞を)活

動にご協力くださいまして誠にありがとうございます。 

 さて、実践校姫路市立飾磨中部中学校の「兵庫ＮＩＥ公開授業」を下記のとおり開催いた

します。 

つきましては、公開授業にご参加いただけますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 日 時  2024 年 10 月 2 日（水）14 時 00 分～16 時 30 分 （受付開始 13 時 30 分） 

 

２ 会 場  姫路市立飾磨中部中学校    

〒672-8064 姫路市飾磨区細江 206  TEL：079-235-5872 

（山陽電車「飾磨駅」より西に 徒歩 15 分／神姫バス「飾磨中部中学校前」下車すぐ） 

 

３ 内 容  ・公開授業 

「ＮＩＥ俳句～記事の写真から豊かにイメージしよう～(国語)」 

佐伯 奈津子 教諭（Ｔ１）・奥田 夕貴 教諭（Ｔ２） 

       「新聞から読み取る対立と合意(社会)」   皆光 潤 教諭 

       ・意見交換会 

 

４ 申し込み 9月 20日（金）までに、申込書をメールにて兵庫県ＮＩＥ推進協議会事務 

局へお送りください。 

 

兵庫県 NIE 推進協議会 〒650-8571 神戸市中央区東川崎町 1-5-7 神戸新聞社内 

            TEL：078-362-7054  メール：hyogo-nie@kobe-np.co.jp 

 

＊なるべく公共交通機関をご利用ください。 

 車で来られる際は、北門から入り、武道場横に停めてください。 

＊公開授業は小中高、年間各 1 回を予定しています。高等学校は兵庫県立有馬高校、小学校

は姫路市立網干西小学校にて実施予定です。小、高の研究授業に参加ご希望の方は兵庫県Ｎ

ＩＥ推進協議会事務局までご連絡ください。 

mailto:hyogo-nie@kobe-np.co.jp


＜公開授業の紹介＞ 

国語「ＮＩＥ俳句～記事の写真から豊かにイメージしよう～」佐伯 奈津子教諭(T1）・奥田 夕貴教諭(T2) 

新聞の中の写真からイメージを膨らませ、俳句作品を作る。（本時）その後 2時間目に創作した俳句を持

ちより代表作品を決め、句会をする。 

NIEの学習活動をする中で新聞をめくると、たびたび目を奪われるような美しい写真と出会うことがあ

る。「この写真をたくさんの人に見てもらいたい」という思いがこみ上げるとともに、「この写真を使って

何か授業ができないだろうか」と考えた。 

 俳句作りについても私が教師生活を始めたのが俳句作りのさかんな伊丹市だったということもあり、い

ろいろな手法で俳句作りに取り組んできた。学習活動をすすめていく上で、「実際に見て俳句を作る」「体

験する」ことがいきいきとした作品作りにつながることを実感し、実際にその場に行かなくても美しい景

色やその場の様子を新聞記事から感じ取り俳句作りはできないかと今回の授業の流れを組み立てた。 

ことばの獲得は、経験に基づかないと豊かな理解に結びつかないといわれている。新聞の写真という間

接的ではあるが記事の写真や言葉から学習経験を積み、語彙が豊かになってもらえたらと思っている。 

 

社会「新聞から読み取る対立と合意」 皆光 潤教諭 

公民的分野で学習する「対立」と「合意」についての具体例を新聞から読み取る。班ごとに違う新聞記

事を読み、まとめて、他の班に解説する。 

近年の急速なメディアの発達は、固定電話の減少やテレビの視聴率の全体的な低下の他、新聞の発行部

数の減少などの影響を与えている。インターネットから情報を入手する生徒がほとんどで、自分の興味に

合わせてカスタマイズされたニュースだけを選び取らされ、狭い視野の中で社会を生きることに繋がって

いる。新聞には前日に国内外を問わず起こった事実が様々な視点から書かれている。 

社会ではいつの時代も、あらゆる場所で「対立」があり、その度に「合意」が図られる。新聞記事は今

起こっている「対立」や「合意」が事実に基づいて、多面的・多角的に報じている。この授業を通じて、

「対立」・「合意」が何であるか、新聞を読み解く中で理解するとともに、メディアで報じられるニュース

の背景にも「対立」・「合意」があることを理解し、関心を持つことができる。 

社会科は暗記科目だとよく言われるが、そうではない。授業中に学習した概念的知識は、そのままでは

ただ謎の用語であり、用語の解説に終始する授業は、社会科嫌いを生む要因である。概念的知識とは社会

における公式・法則であり、社会における具体例を当てはめ、一般化することで、自分の生きている社会

をより深く理解でき、関心を持つことができる。また、そのことが国民一人一人の社会参画を促すことに

も繋がる。 

 この授業を通じて、新聞に興味を持つ生徒が少しでも増え、社会問題を自分事として捉え、社会を主体

的に生きる生徒の育成に繋がればと思う。 

＜学校の紹介＞ 

飾磨中部中学校は姫路市の南部に位置している。現在、臨海部 

には大規模工場が並び、産業の面でも大きなショッピングモール 

が建っており活気のある街であるとともに、花山院が書写山円教寺 

の性空上人に会いに行く際、渡ったとされる「御幸橋」があり歴史 

の薫り高い土地でもある。学校の規模としては、1年生 2クラス、 

2年生と 3年生が３クラスで全校生徒 260名の小規模校である。 
 



 

2024 年度兵庫 NIE 公開授業申込書 

姫路市立飾磨中部中学校ＮＩＥ公開授業（2024 年 10 月 2 日）に参加します 

 

名前(ふりがな) 

 

所属先 

 

所属先ＴＥＬ 

 

 

 

９月 20日(金)までに、申込書をメールにて兵庫県ＮＩＥ推進協議会事務局へお送りください。 

 

兵庫県 NIE推進協議会 〒650-8571 神戸市中央区東川崎町 1-5-7 神戸新聞社内 

 TEL：078-362-7054   メール：hyogo-nie@kobe-np.co.jp 

 

＊公開授業は小中高、年間各 1 回を予定しています。高等学校は兵庫県立有馬高等学校、小

学校は姫路市立網干西小学校にて実施予定です。小、高の研究授業に参加ご希望の方は兵庫

県ＮＩＥ推進協議会事務局までご連絡ください。 

 

 


